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１ 東京音楽大学研究紀要 第３６集：坂崎 ２０１２：６８．
２ 同義のものとして tiento, toccata, ricercar, fantasia, arpeggiata, tastata, entrada etc.などがある。The New
Harvard Dictionary of Music の”prelude ”項目。
３ 最古のものは Adam Ileborgh のオルガンのためのタブラチュア１４４８年で、豊かな即興的な右手パートが
伴奏部の２音の和音、下降音階の交替左手の声部及びペダル声部を飾る。１５世紀終わりにはドイツの資料










ルッチ Ottaviano dei Petrucci ( 1466-1539 ) による、１５０７年から１５１１年にかけてのリュート
曲集 “Intabulatura de Lauto”（全６巻）の第４巻にヨアン・アンブロジオ・ダルツァ Joan
Ambrosio Dalza ( ?--fl.1508 )の ” tastar de corde ”(指慣らし）が含まれている。これが前奏曲
の機能を果たす最初の印刷楽譜の例である。続いてドイツで１５２３年、ハンス・ユーデンキュニ
ヒ Hans Judenkünig ( c.1445~50-1526 ) の“Ain (sic) schöne künstliche underweisung…”にな
ると ”Priamell” と題された曲が含まれている。フランスでは１５２９年にピエール・アテニャン
Pierre Attaingnant(c1494-1551/52 )が２冊の重要なリュート曲集 ”Très brève et familière





























Milano (1497-1543 )の曲である。１５３６年の “ Intabolatura di Liuto ” には１９曲のリチェルカーレ
が収められている。この曲集は全３５曲で、リチェルカーレは半数以上を占めていることになる。
















５ 東京音楽大学研究紀要第 36 集：坂崎 2012: 65－84.
６ 1 曲のみ、空虚 5 度和音連打で開始するものがあったが、すぐに多声的書法に入っていく。
７ Brown 1965:46, 80.
８ ルイス・ミランの場合は（スペインなので）ファンタシアとティエント（ミラン曲集ではテント）が相互
互換的であった。（Mangsen 2001:671）
９ 当時に数多く出現した舞曲も、パヴァヌ、ガリアルドのような名称の舞曲も多いが、 “hupp auff “, “ein













の状況を次の表１に示した１０。今回は prelude, preambulum のような prelude と音が近いもの



































Prélude 39 5 1-4,8
独 1532 Gerle, Hans Musica Teutsch 1 Priambel 38 2 25,32




















Preambel 73 5 62-65,73
独 1536 Newsidler,
Hans



























Volgt ein gut Preambl
Ein gut Preambel
mit fugen
69 3 15, 19 ,69
独 1552 Gerle, Hans Musica Teutsch Preambel 48 31 1~31




Prelude 32 1 1
独 1562 Heckel, Wolff Discant. Lauten Buc Preambel 66 1 66
独 1573 Waissel,
Matthäus
















































曲順 曲名 小節数 終止 備考
1 Tastar de corde １６小節 三和音終止 和音を各種弾いて調弦を確かめる曲。
2 〃 ２０小節 三和音終止 最上声が音階を上下する。
3 〃 ４２小節 三和音終止 ２コースの開放弦を１０小節間連打。
4 〃 ４２小節 三和音終止 １コースの開放弦を１２小節間連打。
5 〃 ４０小節 空虚 5 度終止 和音連打の合間に即興的パッセージ
が駆け巡る。
曲順 曲名 小節数 終止 備考
























３ Das dritt Priamell ３１小節 三和音終止 単声開始したものを模倣し、８小節目に反復進行
もある。２音の和音連打が多い。
４ Das fierd ２６小節 三和音終止 単声開始、始めは２小節の順次進行の音型が模倣
され、あとは細かい楽句の模倣が多い。
５ Das fünfft Priamel ２４小節 三和音終止 単声開始、小さな楽句の模倣はあるが、あまり徹
底してはいない。
第１巻
曲順 曲名 小節数 終止
１ Hie folgen etlich Preambeln ２４小節 三和音終止
２ Preambel ２７小節 三和音終止
３ Preamel ３０小節 三和音終止
４ Preamel ２５小節 空虚５度終止










Préludes, Chansons and Dances for Lute
―Published by Pierre Attaingnant, Paris 1529-1530―
Edited by Daniel Heartz
Société de Musique D’Autrefois 1964
（表５）アテニャン曲集の５曲のプレリュード
第２巻
曲順 曲名 小節数 終止
１ Ein seer guter Organistischer Preambel ５６小節 三和音終止
２ Preambel oder Fantasey １９８小節 三和音終止
曲順 曲名 小節数 終止
1 Prélude 30 三和音終止
2 〃 29 三和音終止
3 〃 21 オクターブ
4 〃 17 三和音終止
8 〃 12 三和音終止
―10―
アテニャンのプレリュードは、フランスにおいてこのジャンルの最初期の例である。（Heartz
1964: ix）5 曲の前奏曲には難易度順など明確な出版意図はない。表 2 で分かるように、楽曲の
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